
朝

鮮

語

学

習

書

に

よ

る

国

語

史

研

究

朝鮮語学習舎に よ る 国 語 史 研究

国
語
史を
音韻
史・
文
法
史・
語業
史な
どに
分けて
考えた
時 、
朝
鮮
資

料は
他の
資
料と
ともにそ
れぞ
れの
研
究に
役立っ
て
い
る
が 、
特に
朝鮮

資
料によっ
た
方が
良い
場
合が
あ
り 、
乙
のと
と
は
音韻
史の
研
究にい
ち

じる
し
かっ
た 。
橋
本進吉
氏は
『国語
史の
研
究』
(
伺
蜘
計
十

一献
矧学)
と

い
う
小
冊
子の
中で 、
ζ
れまで
の
国
語
史の
研
究に
は
立
派な
もの
が
ある

が 、
そ
うい
う出
来上った
もの
よ
り 、
そ
れを
研
究する
根
本の
道
筋 、
方

法に
重き
を
おい
て
ゆくと 、
むし
ろご
く

特
定の一
っ
かニつ
の
事
項につ

い
て
話
すの
が
適
当で
ある
として 、
音
声に
関して 、
特に一
つ
の
音
すな

わ
ちハ
行子
音の
変化を
中心
にして
講義を
された
が 、
乙
の
は
じめの
資

料の
とと
ろで 、
朝鮮
資料につ
い
て
も詳
述してい
る 。

次に
朝鮮人が日
本語を
書い
た
もの
が
ある 。
古い
の
は
海東
諸国
紀

といふ
もの
が
ある 。
乙
れは日
本の
大体の
地理
歴
史を
奮い
た
もの
で

ある 。
中に日
本で
書くと
同じ
文字で
書い
た
処は
役に
立た
ぬ 。
日
本

語の
音を
胡朝
鮮で
漢字で
写
した
もの
は
有益で
ある 。
例へ
ば 、
彦九
郎

を 、
比
古
仇
老といふ
風に
奮い
で
ある 。
ζ
の
字の
漢字の
朝鮮読みに

福

島

邦

道

よっ
てそ
の
頃の日
本
語の
発音を
知る乙
とが
出
来る 。
かや
うな
例は

少数で
は
ある
が
拠
り
所にな
る 。

その
次に
捷
解
新語とい
ふ
の
が
江戸
時代の
初に
出
来た 。
と
れは
康

遇
聖の
著した
もの
で
ある 。
徳川氏が
交通を
闘い
た
に
就いて日
本語

を
知る
必
要か
らその
教
科
書として
作っ
た
も
の
で
あっ
て 、
「何々
で

ご
ざる」
といふ
風に
平
仮名で口一訟を
蓄いた
もの
で 、
その
発音を
諺

文で
書き 、
意
味が
朝鮮語で
書い
て
ある 。
そ
れ
故 、
諺文によっ
てそ

の
頃の
ト
恥
静
心
骨
子
争
仕
かと
とが
出
来る 。
(一
軌

一釘
が)

こ
のよ
うに
朝鮮漢字
音やハ
ン
グル
(諺文)
の
発音か
ら
「日
本語の

発音を
知る」
とい
うと
とは 、
朝鮮資料の
持つ
最
大の
利点と
され 、
乙

の
方法によ
る
研
究は
今日
におい
て
もよ
り一
一層
広範精
密につ
づ
けられ

て
い
る 。

一
方 、
橋本
氏の
名
著『国語
法研
究』
(
蜘
鵬一

日仲間
以

μ
)

の
中に 、

「
。

とい
な
や」
につ
い
ての
研
究が
ある 。
「。
す
る
や
いなや」
の

意
味で 、
江
戸
初
期の
もの
に
かな
り
多く
見えてい
る
として 、
松平記 、

甫庵
太
閤記 、
役
者論
語か
らの
挙例が
ある 。
甫庵
太
閤記に
は
もう一
例

わきざし

っかまつる、

山
本主
殿助
十八
歳国土口の
御脇指を
被レ
下けり 。
頂
戴
仕
とい
な
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ゃ 、
あへ
な
く
も
左の
脇へ
さし乙
み 、
右へ
引まは
し 、
もはや
と
言上

し
け
れば 、
首は
前に
在 。
(巻十七
岩波文庫二二四ペ
ージ〉

と
あ
り 、
役
者論
語に
も
も
う一
例、

必い
，《、

ここ

半畳五
六
枚
打ζ
む
とい
な
や 、
追々
ば
ら
斤\と
愛かしこ
よ
り 、
半

ゐ
また

畳数
多
打ζ
み
ける 。
(佐渡嶋日記
日本古典文学大系三六五ペ
ージ)

と
ある 。
乙
の
言い
方
に
つ
い
て
は 、
すで
に
安田
喜代門
氏『国
語
法概

説』(三O八t三一
二ペ
ージ)

の
「文の
構成」
の
中で
論ぜ
られてい
る 。

文の
従属
性につ
い
て 、
た
と
えば 、

い
や 、
身
共も 、
連欲しい
と
存ずる
所に 、
あふ
た
り 、
叶ふ
たる
事

でご
ざる 。
(狂言 、
宗論)

の
助
動詞タ
リは 、

近
代
語で
はタ(タル)
と
完
結するので
あるが 、
従

属
位に
立っ
とタ
リの
ま
まで
古代
語の
形
式を
保
存
する
わ
けで
ある 。
と

乙
ろで 、
古代
詩で
づ

ゃい
なや」
が
ある
と
従属
化
する
の
が
常識に

なっ
てい
るが 、

やっ
と
云ふ
て
手
合せ
を
する
と
否や 、
は
つ
し
f{1
と
打
て
来た
れ

ば 、
限が
く
ら
/{ーとした 。
(狂言 、
n設相撲)

の
よ
うに 、
「

とい
な
や」
となっ
た
の
は 、
近
代語形
式を
とっ
た
も

の
で 、
す乙
ぶ
る
お
もし
ろい
言語
現象で
ある
としてい
る 。

づ

とい
なや」
の
管
見の
例を
加えれば 、
遊
仙窟
抄に

西
施ハ 。
天
下ノ
美
女ナレパ 。
名ハ
シ
ラ
ネトモ 。
見トイ
ナヤ 。
マ

ギレ
ナ
キ 。
西
施ナ
リトシル
ガゴ
トシ 。

(巻四
十二オ)

リ
ウエン
タイア

、

ス
ナハ
チ 。
竜
淵太
阿ト
云 。
ツル
ギ
也 。
コ
レ
ヲホ
リイ
ダス
ト 。
ィ

ナ
ヤ 。
ソノユ
フベ
ヨ
リ 。

斗
牛ノ
間ノ
気 。
ウセ
ミヘ
ズ 。
(巻五
十三

ウ〉

ナヲ

、
、
、
、

リ
ヤ
ウ

ハ
ジ
メ
イツル
ト

キハ 。
猶剣トミヘ
シ
ガ 。
水ニ
入トイ
ナヤ 。
竜
ト

ナ
リテ 。

水ソコニ
カ
クレ
ケ
リ 。
(同右)

と
あ
り 、
好色一
代
女に

か
ζひ
ぐ
らゐ

ぢ
よ
ら
う

、
、
、
、
っか
ひ

十五
位の
女
郎
は 。
人やる
とい
なや
伎とつ
れ
て
く
る
人
をよベ 。

(巻二
八オ)

と
あ
り 、
前回
金五
郎氏によ
れば 、
武家義理
物語に
も

な
まC
さ

か
eふ
き

腹
き
風吹かよひ 。
人の
身に
あた
る
とい
なや 。
むつ
ける
程に 、

〈
たびれ

草
臥っ
きて 。
(巻一
岩波文庫三六ペ
ージ)

と
ある 。
ちな
みに
最近流
行の
古語
辞典類は
「とい
なや」
を
狂言記か

ら
挙例し
な
が
ら 、
橋本
氏の
学説に
は一
一顧もしてい
ない
の
は 、
編修
者

の
識
見の
ほどが
うかがわ
れよ
う 。

乙
うい
う言い
方は
国
内
資料ばか
りでな
く

朝鮮
資料に
も見出
すζ
と

が
で
きる 。
捷
解
新語に

ただ
し
しゃ
うくわん
じそ
うして
や
まい
けなひ
とて
御ざッ
た
に

な
どや
ら
くる
とい
な
や
また
き
あい
けで
く
い
も
の
も
ゑ
くわ
ず

(巻一
二七ウ)

と
あ
り 、
「な
どや
らくる
とい
なや」
に

Rg
t
ZロC

ROヨ
吉田
吉

宮こぶ
と
ある 。
と
の
朝鮮語につ
い
て 、
中村完
氏の
御教示で
は 、
「ど

うして
か
来る
と
すぐに」
の
意
味で 、
司g
p
は 、
も
と
も
と
「によ

っ
て」
「につ
い
て」
の
意
味で
あっ
たの
が 、
後に
「か
ら」
とな
り 、
乙

乙
で
は
6
3可Um
苫
(来るとすぐに)
の
語
尾の
強調的な
役割
りをして

い
る
との乙
とで
ある 。

交隣
須
知に
もある 。
東大小倉文庫
本に

ロ
グス
リハ

火ヲツ
ケル
トイ

ナ
ヤキウニ
ト
ピ
デル

火
薬

ウ)
と
あ
り 、
乙
れよ
り
古い
形として 、
京
大
苗代川
本に
は
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、
、
、
、
、

}

火
薬
エ
ン
ショ
ウハ
ヒ
ヲツ
クル
トソノマ、
キ
ウニ
ヲコ
リ7
スル

(巻三鈎
複八五ペ
ージ)

と
あ
り 、
「
火ヲツ
ケル
ト
イ
ナヤ」・「ヒ
ヲツ
クル
トソ
ノマ、」
に
宮HH同

g
y一門
司
8
3
8同
と
ある 。
乙
の
朝鮮語につ
い
て 、
中
村
完
氏に
よ
れ

ば 、
a
zn
ヨロ聞
は
「た
とい:
し
で
も」
の
意
味で 、
多くつ
ぎに
反

語
を
伴な
うの
が
普
通で 、
と
と
で
は 、
「
火をつ
けるよ
うな乙
と
が
あれ

ば
そ
れ乙
そ」
とい
う
気
持で
使わ
れて
い
る
とのと
とで
ある 。
明
治
十六

年版
は 、
本
文は

火
薬
火
薬ハ
火ヲツ
ケル
ト
イ
ナ
ヤ
起ツ
テ
デル
ハ巻三印ウ

0ペ
ージ)

複
O 

朝鮮語学習書による国語史研究

と
あ
りな
が
ら 、
朝
鮮
語
は 、
「とい
な
や」
に
日可
E
rg
「:::
すれば

す
ぐに」
に
なっ
て
い
る 。
耐正
本
もと
れと
まっ
た
く
同じで
ある 。
明
治

三
十七
年版は 、
本
文は
変っ
て

火
薬
火
薬は
火をつ
ける
が
早い
か
発
し
る 。
(一
六五ペ
ージ

複四

O八ペ
ージ)

と
な
り 、「が
早い
か」
に
あた
る
朝鮮語は
や
は
り
g
uuロ
rg
と
あ
る 。

古い
写
本
類の
朝
鮮
語
が 、
すで
に
古語
的な
感
じに
なっ
て
い
た
の
で 、
明

治
版で
は
普
通の
素
直な
表
現に
変えた
の
で
ある 。
交隣
須
知の
諸
本につ

い
て
該
博
精
敏な
研
究
を
さ
れた
小
倉
進
平
氏(注一)は 、
「
交
際須
知」
の
用

語
は 、
日
本
語に
あっ
て
も 、
朝
鮮
語に
あっ
て
も 、
時
代に
よっ
て
か
な
り

の
相
違
が
あ
り 、
そ
れ
らの
変遷
を
語
学的に
研
究
すると
と
は
きわめ
て
興

味ある乙
と
で
ある
と
言わ
れた
が 、
「とい
な
や」
につ
い
て
も 、
移して

もっ
て
言える
の
で
ある 。

語
実の
研
究
は
新
村出
氏に
代
表さ
れる 。
新
村
氏は
朝鮮
資料につ
い
て

の
関心
も
非
常に
深
く 、

『朝鮮
司訳
院日
満蒙語
学書
断
簡』
(
駄
紙

一謹一
枇月)

の
解
説(注ニ)
を
された
り 、

鹿
児
島県苗
代川
か
ら
朝鮮語
学習書を
発見

さ
れた
の
で
ある 。
した
がっ
て
語
集の
考
証に
も 、
た
と
えば 、
外来
語の

カ
イ
キ(甲斐絹)
につ
い
て 、
い
ろい
ろな
宛字の
ある乙
と
をのべ 、
交

隣
須
知に
ま
で
およ
び

カ
イ
キ
テヴ

雨
森
芳
州の
旧
著を
刊した
交隣
須
知に
は 、
改
只紬と
見えて
ゐ
る 。

(『東亜語源志』
二六四ペ
ージ)

と
ある
が 、
語
業の
研
究に
あっ
て
は 、
さらに
引
用して
ほ
しい
もの
も
あ

る 。
そ
れ
は 、
ス
ワル
(坐)
とい
う乙
とばにつ
い
て 、
眉がス
ワル 、
謄

がス
ワル 、
み
な
固
定
安
着の
意で 、
江
戸初
期の
俗文
学か
らだ
ん
だ
ん
頻

繁に
で
て
くる

動
詞で
あ
り 、

近世の
字
書
類を
見る
と 、
船が
岸の
抄地や
浅瀬な
ど
に
固
着した
状

態
をス
ワル
又スパ
ル
といっ
て
ゐ
る 。
謬着の
姿を
さ
すの
で
ある 。

(『国語学歯車録」
一
七一
ペ
ージ)

とい
う
説
明が
な
さ
れて
い
る
が 、
首
代川
本
交隣
須知に
は
次の
よ
うな
例

が
ある 。蓑

ハ
フニ
カ
ラス
ガ
わ
小
小
テナキマ
スル
(
警一的
複五八ペ
ージ〉

ス
ワツ
テ
に
朝鮮語
ぽロロ帽
を
あてで
あるが 、
その
解
題で
浜田
敦
氏は 、

朝
鮮語
百戸ロ
イ円
に
は 、
人
間がス
ワル
窓
味だ
けで
は
な
く 、

烏の
よ
う

な 、
人
間
以
外の
生
物がトマ
ル
場合に
も用い
られる
とい
う 、
日
本語の

ス
ワル
よ
り
もよ
り
広い
用
法が
あ
り 、
その
影響でこ
うい
う
言い
方を
生

じた
の
で
ある
と
言わ
れて
い
る 。

交隣
須知の
諸
本か
らと
の
よ
うな
「ス
ワル」
を
求め
る
と 、
小
倉
文
庫

本
に

蝿
ハ
イ
カ
カ
ヲニ
ス
ワツ
テコ
ソパ
ユ
ウゴ
ザル
(巻二おウ)

と
あ
り 、
朝
鮮語は
〆ロ
g
と
ある 。
苗
代川
本(巻二路
複四二ペ
ージV
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は
「トマ
ツ
テ」(朝鮮語は同じ)
と
あ
り 、
明
治
十
六
年版
も
「トマ
ツ
テ」

(
巻
ニ
ロ

複一
五
一
ペ
ー
ジ)

(
朝
鮮
語

‘
g
n
E
)

で
あ
る 。

史
料
編
纂
所
本

y」

段々

シロ
イモ
ノハ
月ジ
ヤ

団々

ダン
/\トマ
ル
クス
ワツ
タ
(巻四)

と
あ
り 、
朝鮮語
は ‘
E
S仰
と
あ
る 。
苗
代
川
本(巻四円引

ゾ)
は 、
「タン
/\トシ
テ
ィ
ツ
タ」(
g
gC
と
あ
る 。
乙
れ
らの
交隣

須知の
用
例に
よ
れば 、
日
本
語の
「ス
ワル」
は 、
今日
よ
り
広い
意
味で

用い
ら
れて
お
り 、
朝
鮮
語の
用
法と
も
関連
する
もの
が
あ
り 、
日
本
語の

言い
か
えや
朝鮮語の
対訳を
参
考に
する乙
とに
よっ
て 、
新
村
氏の
説は

補
強される
と
思
うの
で
ある 。

以
上 、
桁本・
新
村両
碩
学に
見ら
れる
朝
鮮
資料の
扱い
方につ
い
てい

え
ば 、
朝
鮮
語に
よ
る
対訳に
よっ
て
日
本語
を
見直
すとい
う
点に
は 、
な

お
未だ
しい
とζ
ろ
も
あっ
た
の
で
あ
り 、
朝
鮮
資
料の
狭
窄
性とい
うよ
う

なと
と
が
言わ
れるの
もまたと
れにつ
なが
る
問題だっ
た
の
で
ある 。
そ

うい
う
私
自
身
も
未
熟な
語
学力の
た
め 、
恩わぬ
過
誤を
重ねてい
るの
で

は
ない
か
と
畏れてい
る
もの
で
ある 。

複一
二
六
ぺ
l

朝鮮
資料に
は 、
捷
解
新語の
よ
うな 、
朝
鮮
人の
た
めの
日
本
語
学習
書

と 、
交隣
須
知の
よ
うな 、
日
本人の
た
めの
朝
鮮語
学習
書と
が
ある 。
国

語
史
関
係の
今までの
研
究
は 、
前
者に
関する
もの
ば
か
りで 、
後
者に
関

する
もの
は 、
資
料の
稀
観
性
も
あっ
て 、
ほ
とん
ど
利用に
供さ
れると
と

は
な
かっ
た
の
で
ある 。
た
と
えば 、
語
静止
史に
関すると
とで
ある
が 、
頴

原
退
蔵
氏
「
貞門談
林
俳諮語
実」
に
次の
よ
うな
記
事が
ある 。

さは
り
砂
破
利 。
不
詳 。
投盃
「
麦食をたh一
呑に
熱心の 、
すな

サ
ハ
リ

は
ち
砂破
利の
かねは
湯と
なる 、
朝鮮人
沖津
白波
と
打詠」 。
同
「
月を

サン

さ
きた
て〉
は
ι
を
うらむ
る 、
土は
土
かねは
砂破
利に
かへ
す
秋 、
和

物
唐物
自
か
明て
露」
(

一誠一
崎

市濯七巻)

「さは。り」
は
苗
代川
本
交隣須知に

総
サハ
リカ
ネハ
コ
ノゴ
ロ
キレ
テ
器ノ
代ガ
タコ
フコ
サ
ル
(巻二

位
ウ

複
五
九
ペ
ー
ジ)

鎌
スィ
二
十斤ト
生銅九
斤
A口
フ
ケハ
サハ
リカ
ネニ
ナル
ト

申

マ
スル
(巻
二
日

複
六0
ペ
ー
ジ)

と
あ
り 、
サハ
リに

朝鮮語で
ロ8
8-
と
あ
り 、
真鍛で
あ
る
が 、
朝鮮
製

の
真
総容
器
を
「
唐物」
と
詠んだの
で
ある 。
な
お 、
サハ
リ
とサハ
チ

(砂鉢)
の
相
違につ
い
て
は
小
倉
氏
在三)の

論
考が
あ
り 、
通
行の
国語
辞

典類の
説
明
はい
ずれ
も不
分明で
ある 。

とと
ろで 、
交隣
須知などの
朝鮮語
学習
書
は
すべ
て
写
本で
伝え
ら

れ 、
明
治に
なっ
て
は
じめ
て
刊
行されたの
で
ある 。
明
治初
期の
釜
山に

お
ける
朝鮮語
学習
書に
つ
い
て 、
大曲
美太
郎
氏{注四)は
次のど
と
く

言

わ
れて
い
る 。

朝鮮語の
教
授といっ
て
も
交隣須知や
隣語
大
方を
骨子として
之れ

に
常
談
〈
人
事
篇
・

売
買
篤
・

古
語
箭
に
別
た
れ
紙
数
僅
か
に
十
八
枚 、
隣
語
大
方
の

続
篇
の
如
き
も
の)

と
講
話
(
日
鮮
官
吏
が
交
換
す
る
種
々
の
挨
拶
の
練
習
用
と
し

て
編
集
せ
し
も
の
紙
数
二
十一
枚)

と
を
添
へ
て 、

対
話
と
訳
述
と
を
生
徒
に

奨
励し 、
又
輪
講輪読を
行っ
た 。

右の
「
常
談」
は
朝鮮語で
ミ
2m
gR
ま
た
俗談mDr
gg
と
も
い

い 、
本
邦の
俗諺のと
とで
ある 。
「人
事」
と
は
本
邦の
挨
拶を
さ
す 。
「
講

話」
は
苗
代川本が
複
製された
が 、
二
巻四
十五
枚あ
り 、
釜
山本よ
り
く
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わ
し
くなっ

て
い
る 。
交隣
須
知につ
い
て
は 、
商
代川本の
ほ
か 、
拙
稿

(注五)
で
ものべ
た
よ
うに 、
対
馬
通
詞
小田
幾五
郎に
よ
る
増
補本が
あ
り 、

い
ずれ
も
零
本で
は
ある
が 、

巻二・
巻三
済
州
島本よ
りの
転
写本
東
京
大
学
文
学
部
言語
学研
究

室
小
倉
文
庫
蔵

巻三
対
馬
伝
存本
九
州
大
学
文
学
部
中
村
幸
彦氏
蔵

巻
四
小田
幾五
郎
自
筆本
東
京
大
学
史
料一編纂
所蔵(南葵文庫旧蔵)

が
ある 。
中
村本は
古
写善
本で
ある
が 、
済
州
島本と
ほ
とん
ど
同
文なの

で 、
引
用
は
便
宜小
倉
文庫本に
よ
る乙
と
と
する 。
小田
自筆
本は 、
寛
政

七
年(一
七九五)
の
署
名が
ある 。

隣語
大
方に
は 、
朝
鮮
刊本と
苗
代川
写本と
が
あ
り 、
と
もに
複
製さ
れ

て
い
る 。
安田
章
氏は
朝
鮮
刊本の
解
題で 、
朝
鮮
刊本と
苗
代
川本との
先

後につ
い
て
論
じ 、
朝
鮮
刊本は日
本の
隣語
大
方を
もと
に
した
もの
で
あ

り 、
隣語
大
方も
元
来
朝
鮮語
学習
書で
あっ
た
と
推
定
さ
れてい
る
が 、
ま

と
と
に
妥当な
お
考えで
ある 。
た
だ
し 、
朝鮮
刊本は
十
巻
あるの
に 、
苗

代川本は
わ
ず
か
四
巻し
か
な
く
問題は
残
さ
れていたの
で
ある 。
東
京教

育
大
学
付属
図
書館
蔵
隣語
大
方
古
写本は
九
巻あ
り 、
隣語
大
方の
原
型
を

知るべ
き
は
な
は
だ
貴重な
資料で
ある 。
は
じめ
に
詳
細な
漢
文序(三
枚)

が
あ
り 、

本
書
成立の
手が
か
りを
与えて
く

れ
る 。
「
東
華
渓
受金
夢
骨枇

卿」
な
る
者が
記
した
も
の
で 、
「
時重
光
協
治
之
臨
月
也」
と
ある 。
「
重

光・
協
治」
は
「
辛・
未」
で
ある 。
中
村
栄
孝
氏の
御
教一不に
よ
れば 、
朝
鮮

で
隣
語
大
方が
刊
行さ
れ
る
以
前の
辛未の
年とい
え
ば 、
一
七
五一
年(宝

暦元年)
か一
六九一
年ハ元禄四年)
かで
あ
り 、

前
者を乙
の
書の
成立
年

代と
考え
ら
れてい
る 。
序
文の
中に
「日
本
国
対馬州
伝五
郎以
伝語
誠
信

地」
な
ど
と
あ
る乙
と
か
ら 、
中
村氏は 、
伝五
郎怯
対馬の
通
詞で 、
か
れ

らの
住
居で
ある
倭館
所
属の
建
物に
在留し 、
朝鮮語に
堪能で 、
本
書の

成立に
重
要な
役
割を
果た
した
人
物と
さ
れてい
る 。
さ
らに
「伝五
郎」

な
る
人
物を
求め
る
と 、
小
倉
氏(注さ
に
よ
れば 、
対馬の
「
集
書」
とい

う
資料に 、
亨保二
年
(一
七一
七)
に
対馬で
は
じめ
て
大
通
詞の
職
名を

設
け 、
江口
金七・
加
瀬伝五
郎をと
れに
任じた
と
ある
が 、
乙
の
加
瀬伝

五
郎で
は
ない
かと
恩わ
れる 。
日
本の
写本が
も
と
で
あ
る
とい
うと
と

は 、
小田
管作(幾五郎の子〉
の
象
膏
紀間
拾遺(束京教育大
岡倉由三郎

文庫本〉
に
「
朝鮮
国
編
集ス
ル
所/
隣諸ヲ
学ブ
書冊」
の
「
倭学書」
に

隣
語
大
方
本州ノ
瞥写シ去ル

と
ある
が 、
木
州すな
わ
ち
日
本に
もとの
写本が
あっ
た
とい
うζ
と
を
示

すもの
で
あ
ろ
う 。

以
上
が
江
戸
時
代に日
本で
作
ら
れた 、
日
本人の
ための
朝鮮語
学習書

で
ある
が 、
と
乙
に
資料と
して
使
用
するの
は 、
交隣
須知 、
隣語
大
方 、

講話の
三
写本およ
び
前二
著の
明
治
版と
朝鮮
版で
ある 。
さきに
ものべ

た
よ
うに 、
乙
れ
らの
写本は
明
治初
期に
おい
て
さえ
容
易に
入
手し
がた

かっ
た
の
で
あ
る 。
交隣
須知につ
い
て 、
大曲
氏
在七)
は 、
明
治
十
六
年

対馬
厳
原よ
り釜
山に
移住した
対馬
藩士のこ
と
ば
と
して

芳
州時
代よ
り
転々
増
訂
した
る
写本を
探索致
し
ま
した
が
仲々
得
ら

れ
ま
せんの
でヤッ
ト

三
巻
目の一
冊
寛
永
頃の
写本を
知人に
借りて一

見すると
と
が
出
来
ま
した 。

(

一緒 一
h
rc
碕 一味)

と
言わ
れてい
る
が 、
乙
の
資料の
伝
存状態をよ
く

物
語っ
て
お
り 、
乙
の

と
と
か
ら
も
京
都
大
学複
製本の
壮
挙が
わ
かるの
で
ある 。
引
用に
あたっ

て
複
製本は
「複」
で
示して
ある 。

本
稿で
と
りあ
げるの
は 、
文
法史上
注意
すべ
き
副
詞と
準体
助詞とで

ある
が 、
考
察に
あたっ
て
は 、
い
わ
ゆる
対照
文法とい
う
方法に
よ
る
と
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乙
ろが
大きい 。
今まで
に 、
日
本
語と
朝
鮮
語
と
を
対照
的に
研
究した
も

の
と
し
て 、
金
沢
庄三
郎
氏
『日
本
文
法
新
論』
(大正一冗年刊〉
が
あ
げ
ら
れ

る
が 、
準
拠
すべ
き
文
献
もな
く 、
簡
単な
もの
で
あっ
た 。
その
後の
各
分

野に
お
ける
研
究
成
果を
考
慮しつ
つ 、
で
きる
だ
け
対照
的に
扱っ
て
ゆ
き

た
い
と
思っ
て
い
る 。

副
詞の
研
究
は 、
形
態や
機
能につ
い
て
は 、
近
時い
ぢ
じる
し
く

成
果を

あげて
き
てい
る
が 、
ある
時
期に
お
ける
副
認の
実
態 、
特に
現
代語と
意

義を
異に
する
もの
につ
い
て
は 、
研
究が
困
難なと
と
と
あい
まっ
て 、
ほ

とん
ど
進め
ら
れ
て
い
ない 。
先
年『国
語副
詞の
史
的
研
究』
(大阪市立大

学国語学研究調査冊子)
なる
警
が
刊
行さ
れた
が 、
第三
冊で
挫
折し
て
し

まっ
た
の
は 、
惜し
ま
れ
て
な
ら
ない 。
乙
の
種の
適
時的研
究に
利
するた

め 、
朝鮮
語
学習
書に
見ら
れ
る
副
詞をと
り
あ
げ 、
そ
の
当
時に
お
ける
意

義や
用
法を
考え
て
みたい 。
朝鮮
語に
よ
る
対
訳は 、
さ
きに
ものべ
た
よ

うに 、
日
本
語の
意
義を
知るの
に
非
常に
有
効で
ある 。
山岡
忠
雄
氏に
副

詞
「し
か
しか」
につ
い
ての
精
考(『本邦辞書史論叢』
七五ペ
ージ〉

が
あ

る 。
「し
か
し
か」
は
すで
に
諸
辞
典に
も登
載さ
れ
てい
る 。
「
言
泉」
や

「
大
辞
典」
に
は
「そ
う思
うよ
うに」「そ
れ
程まで
に」
の
語
義を 、
「狂

言
辞
典」
に
は
「しっ
か
り」
「はっ
き
り」
の
語
義を 、
「
近
世上
方
語
辞

典」
に
は 、
①「た
し
か
な
さ
ま 、
しっ
か
り」

②「は
かど
る
さ
ま 、
はっ

き
り」
③「
あま
り 、
めっ
た
に」
の
三つ
の
語
義を
示し
て
ある 。
とこ
ろ

で 、
山田
氏が
問題に
さ
れた
の
は 、
「し
か
し
か」
の
用
法に
は 、
情
態副

詞と
し
ての
用
法と
陳述副
詞と
し
ての
用
法が
ある乙
とで
ある 。
辞
典
類

の
語
義とし
ての
口
語
訳は 、
文脈に
応じて
適
宜に
与え
た
も
の
で
あっ

て 、
もと
よ
り
決め
手が
ある
わ
けで
は
ない 。
対訳の
ある
外
国
資料をか

え
りみ
る
と 、
さい
わい 、
コ
リヤ
|ド

の
倣悔
録に
は
「し
かし
か」
H-S

H一g
が三
例あ
り 、
い
ずれ
も否定
表
現に
用い
ら
れてい
る 。
ラテン

語の
対
訳に
よ
ると 、
三
例と
も 、
その
否
定
形を並
列
否
定の
ロ
Z
E-­

ロ
Z
巴ゆ

〈
:・・
も
な
く 、
:
:
:
も
な
い)

で
お
き
か
え
て
い
る
が 、
HF
S

H-
s

に
あた
るべ
きζ
とば
は
見出さ
れない 。
文意
か
ら
考え
れば 、
陳述副
詞

とし
ての
用
法の
よ
うで
ある 。
柴田
武氏は 、
陳
述副
詞とし
ての
用
法は

九
州
方
言を
反
映した
もの
で
ある
と
言わ
れてい
る
が 、
倣悔録に
お
ける

九
州
方
言の
有無は 、
かつ
て
土
井忠
生
氏
(「九大国文学」
昭和七年二月)

が
論ぜ
ら
れた
よ
うに
決め
難い
問題なの
で
ある 。

さ
らに 、
朝鮮
資料に
も
「し
かし
か」
が
見ら
れ
る 。
捷
解
新語に二
例

ある 。い
か
や
うに
し
て
もど
らしら
れた
もし
かし
かしらい
ん
で
ない
ない

乙
れよ
り
申お(巻九7)

と
ね
きの
御きふ
ん
し
か
し
かよ
う
御ざ
な
く

候へ
ど
も(巻十ロウ〉

前の
例は 、
改
修
捷
解
新諮に
は

い
か
が 。
御かゑ
り 。
な
さ
れ 。
ました 。
や
ら 。
しかと 。
ぞん
じ 。

ませい
で 。
御ま
りま
する
Oっ
かい
お
もっ
て 。
乙
れよ
り 。
申ま
す

る 。
〈巻九6ウ)

と
ある 。
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「し
か
し
か
し
らい
ん
で」
に
は 、
g
aE
52
5
と
ある 。
「知ら
な

い」
は 、
現
在は
ヨ25
とい
うが 、
河
野
六
郎
氏
在八)
は 、
その
古形を

BGHR
と
さ
れ
てい
る 。
ロ何回
百一(現在はロ白
むH)
は 、
副
詞
「仔細」
で

「
くわ
し
く」
の
意
味で
ある 。
「仔
細」
は
ほ
か
の
と
と
ばの
対訳に
も用

い
ら
れ
る 。
た
と
えば 、
講話に
は



マ
ワシ
カ
タノ
役所ニ
イ
サ
イニ
ゴ
内
通ヲ
仰
付ラレ
テ(複五一
ペ
ージ)

の
「イ
サ
イ」
に
「
仔
細
s
au」
と
あ
る 。
改
修
本で
は
「し
か
し
か」

を
「し
か
と」
と
改め
た
が 、
辞
典
類の
「しっ
か
り」
とい
う
訳語
も
また

肯え
るの
で
ある 。
後の
例は 、
対
訳が
な
く 、

「
然
然」
とい
う
宛
字が
な

さ
れて
い
る 。
古
例に
よ
れば 、
「
言
泉」
な
どの
「
然
然」
とい
う
宛
字の

方が 、
且駅
近の
古語
辞
典
類の
よ
うな
「
確
確」
よ
り
良い
の
で
あ
る 。
と
も

あ
れ 、
捷
解
新語の
「し
か
し
か」
は
情態
副
詞で
訳
すの
が
適
当で
あると

と
に
な
る 。
三
ケ
尻
浩
氏(注九)
は
捷
解
新語の
注意
すべ
き
語
梁の一
に

「し
か
し
か」〈ろくに:・
ぬ)
||九

巻七
表

を
あ
げ
ら
れた
が 、
朝鮮語
を
考えての
訳語と
は
恩わ
れ
ないの
で
ある 。

た
だ
し 、
問
題は
な
お
残
ろう 。
朝鮮語に
おい
て
も 、
日
本語の
ど
と
き
陳

述
副
詞と
して
の
用
法が
あ
り 、
文
脈
上その
よ
うに
訳した
方が
よい
かど

う
か
とい
うと
と
で
あ
り 、
機
悔録の
場
合もそ
うで
あっ
た
が 、
私ど
もが

外
国
資
料を
扱
うに
あたっ
て 、
非
力
さ
を
歎
ずる
とこ
ろで
も
ある 。

い
っ
そ

朝鮮語学習書による国間史研究

副
詞
「いっ
そ」
につ
い
て
は 、
小林
好日
氏に
精
細な
研
究
(『方言語実

学的研究』一
六二ペ
ージ以下)

が
あ
り 、
拙
稿(「国語」
昭和三二
年六月)
も

あ
る 。
問
題
は 、「む
し
ろ」
の
よ
うな
語
義と 、
「非
常に」
「ほん
と
に」
の

よ
うな
語
義との
使い
分
け
も 、
国
内
資料に
よ
る
か
ぎ
り
文
脈に
よっ
て
解

する
よ
りほ
か
は
な
かっ
た 。
朝
鮮語
学
習
書の
「いっ
そ」
も 、

防
フセ
キニ
クイ
ナラハ
イ
ツ
ソス
テ
サシ
ヤレ
イ(交隣須知
巻三

必ウ
復八七ペ
ージ〉

ト
キニ
ノ
ゾン
デカコ
ツ
ケマ
ス
ル
ギハ
イ
カガシ
ウゴ
サル
故イ
小
わ

マ
ツ
ス
グニ
申上ルニ
ヨ
リ(講話

複四七ペ
ージ)

n
z
z
すなわ
ち
「む
し
ろ」
の
怠
味の
もの
が
すべ
て
で
あ

の
よ
うに

っ
た 。
教
育
大本隣語
大
方に

酒
盛リガ
面
白ウテ日
暮ニ
西
山一
テモ
楽
而忘レ
返
マ
シ
タニ
ヨ
リイ
ツ

ソ
夜明シニ
アソン
デカヱル
ヤウニ
イ
タシマ
セ
ウ(巻二)

と
あるの
は 、
〆
8
「
すっ
か
り」
「まっ
た
く」
の
意
味で
あ
り 、
朝鮮

版(複一
六ペ
ージ)

も
明
治
版(複六七ペ
ージ下)

も
同じで
ある 。
孤
例で

は
ある
が 、
両
者の
ち
がいの
わ
かる
適
例とい
えよ
う 。

お
っ
つ
け

湯
沢
幸
吉
郎
氏『江
戸
言葉の
研
究』
(三二七ペ
ージ〉

に
「やが
て 、
間

もな
く」
と
訳して
い
る
が 、

今日
今日ハ
臼
ガタカイニ
ヨ
リヲッ、
ヶユ
カ
シ
ヤ
レ
イ(交隣須

知
巻一
ロウ
複七ペ
ージ)

は 、
ぽ
S
E「
後
程 、
し
ば
ら
くして」
で
問題ない 。

か
な
り

現
在
使用
さ
れて
い
る
「
普
通の
程度」
の
意
味よ
り
程度が
高い 。

去
年

キヨ
ネン
ノ
ノ
ウ
サ
クハ
カ
ナ
リニ
デキ
7
シ
タ(交
隣
須知
巻

一
6
複四ペ
ージ)

は 、
gg
gロ
立「
十
分だ」
の
よ
うな
気
持で
ある 。
明
治
版で
は

去
年
去
年ノ
農
事ハ
サ
ウオ
ウニ
ア
リタサウニ
ゴ
ザル
(巻一
7ウ

後一一
八ペ
ージ)

と
改め
ら
れて
お
り 、
サ
ウオ
ウ(相応)
に
は
や
は
り
自己
むロ
宮
と
あ

る 。
サ
ウオ
ウ
は
苗
代川
本に
も
数
例
あ
り 、
ζ
れ
も
現在よ
り
程
度が
高

、
。

'v

 さ
つ
は
り

三つ
の
用
法が
ある 。
苗
代川
本交隣
須
知に
は

快
サツハ
リト
ケツ
ダン
ナサレ
テ
双
方コ、
ヂヨ
フゴ
ザ
ル
ハ巻四
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複一
O六ペ
ージ〉

と
あ
り 、
r RO包
すな
わ
ち
「
快」
に
あた
る
もの
と 、

あ
る

成
事ガ
成テ
心ガ
サツパ
リトシ
タ
(巻四)

の
よ
うに
現
在
普通に
使わ
れる
もの
と 、
小
倉文
庫
本に

水患一
ス
ミ

絵
ガ
サ
ツパ
リトゴ
ザ
リ7
スル
(巻三河)

と
ある
凹o
gg
Z
正
風
雅に
う
まいのよ
うな
意
味とで
ある 。

す
こ
ぶ
る

園
内
資
料と
通じてい
る 。

徐
シ
ツカニ
ソロ
/\ユ
キテモコ
ンニ
チハ
スコ
ブルユ
キ7
シ
ョ

ウ(交隣須知
巻四明記
複一一
八ペ
ージ)

は 、
ミor
E
すな
わ
ち
「十
分に」
の
気持で
あ
り 、
教
育
大本隣
語
大方

に
も 7 

史
料
編纂所
本に

ヒ
ダル
サハ
スコ
プル
ヤン
ダ
ダ
ケニ
ゴ
ザ
リマ
ス
ル
(巻二)

と
あ
り 、
「
足門司or」
と
ある 。
乙
の
とと
ろ
朝鮮
版で
は
「ひ
だる
さは
ず

ん
ど(ロ『oryH)
や
み
ました」(後六ペ
ージ)

に
なっ
て
い
る 。
佐
藤
喜
代

治
氏(本誌五三集)
は 、
語
奨
史の
問題につ
い
て 、
「
頗」
の
語
義の
変化

をと
りあ
げ 、
程
度をあ
ら
わ
す
副詞な
どは 、
その
変化が
微妙で 、
変化

の
時期を
確
認する乙
と
は
容
易で
ない
と
うっ
た
え
ら
れてい
る 。

せ
っ
か
く

の
意
味の
もの
は

「わ
ざ
わ
ざ」
の
意
味ばか
りで 、
「力をつ
くして」

見当
らない 。
教
育
大本隣
語
大方に
ある

昨日ハ
兼テ
約
束ノ
日
故ニ
サ
ケ
肴ヲセ
ツ
カ
ク
用
意シ
テ
日ノ
暮ル、

マ
デ
ア
イ7
チマ
シ
タニ
(巻二)

は 、
自百円
吉田
と
あ
り 、
私に
はよ
くわか
らないが 、
朝鮮
版で
は

同UEHU
(複
三一ペ
ージ)

とあ
り 、
「わ
ざ
わ
ざ」
で
あ
る 。
明
治版で
は

「充
分
自ωロ
ご(綾六六ペ
ージ)

に
改め
ら
れている 。

な
を
な
を

二
つ
の
用
法が
ある 。

隻馬
サ
ウパ
ガナヲ
/九、
ヲ
ナシヨ
フニ
カ
ケ7
スル(交隣須知
巻

三おウ
夜七八ペ
ージ)

乙
れは 、
Z R口
「
す
な
わ
ち
「そ
の
上 、
さらに」
の
意
味で 、
松
井利

彦氏(「国語国文」
昭和四三年四月)
の
言わ
れ
る
「か
さ
ね
乙
と
ば」
と

しての
普通の
用
法で
ある 。
明治版で
は
「イヨ
/\
芯
どr」(複一
九四

ペ
ージ)

となっ
てい
る 。

科
撒
ナヲ
/\セ
イシ
ン
ヲミ
ガ
イテ
ワキマ
ヱ
サシ
ヤ
レ
イ
(交隣

須知
巻四3ウ
複一
O四ペ
ージ)

こ
の
方は 、
E
g
g
ヨω
と
あ
り 、
明
治版に
は
E
Z
ZH5
6

〈複二一
0ペ
ージ)

と
あ
り 、
「気をひ
き
し
める」
とい
うよ
うな
気持で

あ
る 。
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な
る
だ
け

ナル
ダ
ケヲセ
ワ
ナサレ
テ(講話
複四八ペ
ージ)

同o
gr
qω「するよ
うに」
で
意
味はそ
う
強くない 。
教
育大本隣語

大方にソ
ノモ
トガ
タゴ
推
察下サレ
テ
成丈ヲセ
話
下サレ
マ
セ
イ(巻五)

と
あるの
は 、
明
治版に
「ナルベ
ク」(複八三ペ
ージ)

とあ
り 、
と
もに

g
grm
百
と
ある 。

ね
つ
か
ら

『江
戸
言
葉の
研究』(一二三四ペ
ージ〉

花 、
ま
れに
背
定の
文に
用いる

乙
とが
ある
としているが 、
交隣須知に
もある 。
苗
代川本に



催
サ
イ
ソ
ク
ヲネツ
カ
ラヒ
ノ
デルヨ
フニ
シ
テコ
タエ
ラレマ
セ
ヌ

(巻四似ウ
復一
二三ペ
ージ〉

と
あるの
は
肯定で 、
小
倉
文
庫
本に

屈
マ
ガツ
タモ
ノハ
か
か
わ
用タヘ
ヌ
ハ巻三お)

と
あるの
は
否
定の
文で
ある 。
と
もに
朝鮮語で
が
8
と
あるが 、
明

治
版に
〆
2
(複一
八七ペ
ージ)

と
あっ
て 、
「まっ
た
く」
な
どの
意

味で
ある 。

ひ
た
す
ら
・

ひ
た
と

両
語と
も
交隣
須
知の
写
本類に
多く
見られ
る 。
苗
代川
本に

狂
キヨ
フ
ランハ
ム
ダ
ナコ
トパ

カ
リヒ
タス
ラ
申マ
ス
ル
(巻三臼

複九七ペ
ージ)

移
ヤ
ウツ
リシ
テユ
カシ
ヤル
ユへ
ヒ
タ
トアイヱマ
イ
ト

ゾン
ジ7

ス
ル
(巻四お
複一-一
九ペ
ージ)

と
ある 。
と
もに
朝鮮
語
3
8
と
あ
り 、
「し
き
りに」
の
意
味で
ある

が 、
「ひた
すら」
「ひた
と」
は
同
義に
用い
ら
れた
と
考え
られ
る 。

朝 鮮 語学習容によ る 国 語史研究

べ
つ
し
て

「
別
し
て」
で
あ
り 、
『江
戸言
葉の
研
究』
〈三三四ペ
ージ)

や
湯
沢
氏

『室
町
時
代の一言
語
研
究』(二
四二ペ
ージ)

に
も
と
り
あ
げ
られてい
る 。

交隣須
知に

別
ベ
ツシ
テ
ヲカ
イ
ホ
ウ
下サレ
7
シ
テ
カ
タシ
ケノ
ウコ
サル
(巻

四お
ウ
複一一
九ペ
ージ)

と
あ
り 、
司
百円円。
すな
わ
ち
「別に」
で
現在
も
用い
ら
れ
て
い
る 。

め
っ
た
に

現
代
語と
ちがっ
て 、
近
世で
は
下に
打消を
伴なわ
ない
が 、
交隣須
知

で
もそ
うで
あ
る 。
苗
代川
本に

持
鼻
ハ
ナ
ヲフ
クコ
トヲメ
ツ
タニ
スレパ
ヒ
トガキ

サ
ノ
フ
ヲモ
イ

マ
ス
ル
(巻一
ω
復二
六ペ
ージ)

と
あ
り 、
小
倉
文
庫
本に

霊
乱
ク
ワク
ランハ
食
物ヲメ
ツ
タニ
ク
ウテ
腸
腎ニ
ツモ
ツ
テ
ナリ

マ
スル
(巻二叩)

と
あ
り 、
と
もに
官ロ
司ロ
8
すなわ
ち 、
「やた
らに 、
む
や
み
に」
の

意
味で
ある 。
苗
代川
本の

一緩
ヲロ
ソ
カ
ナモ
ノハ
メツ
タニ
ワロ
ウモ
ノ
チ
ヤ(巻三郎
被九八

ペ
ージ)

に
は
正
JHHS
JHH
H
B白ロ
}己
と
あ
り 、
「笑い
をひど
く

する」
の
よ
うな

意
味で
ある 。

も
や
も
や

近
世
語で 、
心が
す
すま
ず 、
い
や
な
状態
を
言うの
に
用い
るが 、
交隣

須
知に
も

暑
ハ
ナハ
ダ
アツ
イニ
ヨ
リモ
ヤ
/\イ
タシ
マ
スル(巻一
6ウ

四ペ
ージ)

と
あ
り 、
ぜ白
日七
百r
y国
百戸
と
やは
りその
よ
うな
窓
味で
ある 。

複

よ
う
や
く

浜田
氏の
論
考
(人文研究
昭和二八年六月)
が
あるが 、
朝鮮
資料で

は 、
すべ
て
r
苫てo
すな
わ
ち
「か
ろうじて 、
やっ
とのと
と
で」
の
気

持で 、
「
漸」
とい
う
字で
警
か
れ
て
い
て
も 、
「し
ずかに」
と
か「だん

/\」
と
かい
う意
味は
ない 。

ろ
く
に

山田
孝
雄
氏の
論
考
(『俳諾語談』一
二三ペ
ージ以下)

が
あるが 、
朝鮮

資料に
は 、
肯
定の
言い
方と
否定の
言い
方と
が
ある 。
捷
解
新語の
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まづ
ろ
くにい
ど
らし
られ(巻一
2ウ)

は
肯定で 、
司ぜωロ
E
「
平」
すな
わ
ち
「楽に」
の
気持で
あ
り 、
小
倉

文庫
本
交隣
須
知の

裁
タツ
テ
クレ
テモロ
クニ
コ
シ
ラヘ
テキヌニ
ヨ
リ

云テヤクニ
夕

、
ヌ
(巻三幻ウ)

は
否
定で 、
明
治版で
は
「ヨ
ク」(後一
八四ペ
ージ)

に
なっ
て
お
り 、
と

もに
g円
58
で 、
と
れ
は
「良
く」
の
反
対の
意
味で 、
朝鮮語で
は
否

定表
現を
用い
ない
で
訳して
ある 。

四

国
語
史を
古
代語と
現
代語とい
う
風におお
ざっ
ぱに二
分して
考える

時 、
その
文
法上
の
大きな
違い
につ
い
て 、
佐伯
梅友氏
(「大東文化大学

紀要」
昭和四O年一
月)
は 、
数
項目を
あ
げ 、
そ
の一
項呂として 、
用
言

の
連
体形が
体
言に
準じて
用い
られる
場
合 、

雨な
ど
降
か
もを
かし
||

雨な
どが
降るの
もお
もし
ろい 。

とい
うよ
う
な
違
い
が
で
で
き
て 、
現
代語で
は
連
休形の
下に
準体
助詞

「の」
がつ
い
て 、
そ乙
で
体
言に
準じられるの
で
ある
と
言わ
れている 。

準体
助詞「の」の
成立は 、
きわめて
重
要な
問題で
あるが 、
と
れにつ
い

て
は 、
吉川
泰雄氏に「
形
式名詞『の』
の
成立」(「日本文学教室」
昭和二

五年九月)
が
ある
に
すぎ
ない 。
狂
言記を
は
じめ近
世初
期の
多くの
用

例を
捜しだ
され 、
さ
らにと
の
「の」
が
どと
か
ら出て
来た
かを
論ぜ
ら

れてい
る 。
本
稿の
第二
は 、
乙
の
問題を
朝鮮語
学習
書
に
あ
ら
わ
れ
た

「の」
によっ
て
一持
論しよ
うと
する
もの
で
ある 。
幸なζ
とに 、
日
本語

の
準体
助詞
「の」
に
対
応
する
用
法が 、
朝鮮語に
も
見られると
とで
あ

る 。
河野
氏
在一
O}によ
れば 、
朝
鮮語に
は
連
体形に
形
式体
言を
結
合さ

せ 、
そ
れに
措
定詞
|ι
lあるいはその

他の
用
言で
示す
場
合が
あ
り 、

その
もっ
と
も
典型
的なの
は
rg
《モノ・
コ
ト

》
を
用いる
場合で 、

乙
の
場
合
rg
は日
本語の
「の」
に
相当
す
る 。
「な
いの
で
ある」
は

「な
い
乙
と
で
あ
る」
で 、
院安涼+U
7
(ru目)
+
功、
パコて( 崎紅白)
の
結

合は
現
代の
文章で
は
非
常に
頻繁に
用い
られ 、
ま
た 、
そ
の
結
合
で
は

「
行くの
を見て」
は 、
rg ‘日円
となるの
で
ある 。

隣
語
大方に
は一
例見られる 。
苗
代川本に

文字ノ
分
明ナノ
ヲ
求テ
下サレ
タラパ
(巻三
複一
八ペ
ージ下)

と
あ
り 、
教
育
大本(巻五)
も乙
れと
同じだが 、
朝鮮
版で
は

文字の
分
明な
を
求て
被レ
下た
らは(巻六7ウ
複七一ペ
ージ)

となっ
ている 。
「の
を」
に
あた
る
朝鮮
語は
E凹百円
と
ある 。

交隣
須
知の
増補
本に
は
非
常に
多くの
用
例が
見られる 。
類別して
用

例を
あ
げる乙
とと
する 。

「::・
のが」
と
ある
もの

参
タ
デハ
近ウ
出タノガヨ
イ(小倉本巻二お)

斜眼
ス
ガウノ
人ハ
コ
チ
ラ
ヲ
見ル
ハ
がヨ
ソヲ
見ル
ヤウニ
ゴ
ザル

(同巻二行)

真
珠
飽
玉ハ
太ウテ
丸イノガヨ
ウゴ
ザル
(同巻三7ウ)

護
カボ
ウテト
ガノア
ラハ
レ
デヌ
ヤウニ
スル
ハ
がイン
ト
ク
(隠

徳)
デゴ
ザル
(史料本巻四)

「の
が」
の
朝鮮
語は
すべ
て
E
2
と
ある 。

「・・
の
は」
と
ある
もの

積
竹ノ
子ノ
近ウ
出タ
ハ
川
黄イ
牛ノ
角ソ
ヤウニ
ゴ
ザ
ル
(小倉本

巻二4ウ)
竹
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朝鮮語学習書による国語史研究

テコ
サ
リマ
スル
(同巻二お)

沈
香色
コ
ウ
イロ
ノ
ヲヒ
ヲシ
タノハ
警
手デ
アル
(同巻三口ウ)

〔
明
治
版
「
シ
タ
人
ハ
」
(
後一
八一
ペ
ー
ジ)〕

青天
ソ
ライロ
ヲヨ
ウ
ソ
メ
タノハ
ウ
ツ
クシ
イモ
ノ
デゴ
ザル
(同

巻三児ウ)
玄
色
玄
色ト一玄ウ
ノハ
マ
ッ
クロ
イ
色ジ
ヤ(中村幸彦本巻三)

〔小倉本「云ウハ」〕

緑
モヨ
キノ
テ
ク
リキ
タノハ
ヲサ
ナイ
ケ
イセ
イ
デゴ
ザル
(小倉

本巻三幻)
窺
ハ
サミシ
テ
人ノスル
事
ヲヒ
ソカニ
知ル
ノハ
キノ
ド
ク
ナカ
ウ

セ
キ
デゴ
ザル
(同巻三日ウ)

譲
ジ
ギスル
ノハ
礼ニ
カ
ナフ(史料木巻四)

「の
は」
の
朝
鮮
語
は
ほと
ん
ど
すべ
て
EmEロ
と
ある 。

「・・
・の

を」
と
ある
もの

樹
木デモ
フト
イノ
ヲ
樹ト
申マ
スル
(小倉本巻二お〉〔明治版

「
大
キ
ナ
木
ヲ」

複
一
五
八
ペ
ー
ジ〕

金
カ
タト
云テモ
チ
イ
サ
イノ
ヲ
盆ト
云ウ(同巻三日出)

噺
ウ
ソフ
イ
テ
ゲ
イス
ル
ノ
ヲカル
ワ
ザシ
ト

云マ
ス
(同巻三印)

〔
明
治
版
「
モ
ノ
ヲ」

複
一
九
二
ペ
ー
ジ〕

比
タ
クラベ
テ
見テヨ
イノ
ヲヱ
ツ
テ
出サレマ
セ
イ(史料本巻四)

元
イ
チパ
ンハ
其
中ニ
テ
第一
ヨ
イノ
ヲ
云ウ(同巻四)

「の
を」
の
朝鮮語は
すべ
て
E
EH円
と
ある 。

以
上
「の
が」
「の
は」
「の
を」
の「の」
に
相
当
する
朝鮮語は
rg
す

な
わ
ち
「
もの・
乙
と」
に
なっ
てい
るの
で
ある 。

と
れに
対し
て 、
交隣
須
知の
苗
代川
本に
は
わ
ず
か三
例し
か
な
く 、
し

か
も
同じ
所に
集
まっ
て
あ
り 、
一
例は
消して
ある 。

藍
アイ
イロ
ノ
ヲワ
ギ
キ
タ
ハ
山
釜
山余使ジ
ヤ
(巻二四四

l
ジ
)草

緑
モ
ヨ
キノ
ク
ワン
タイ
キ
タノ
カ
東
莱令監デゴ
サル
(同)

松
花色
ウ
グ
イス
イロ
ノ
テ
ク
リキ
タノ
タレ
テ
アロ
フ
カ(同)

〔
小
倉
本
「
キ
タ
人
ハ
」

明
治
版
「
キ
タ
女
ハ
」

複
一
八一
ペ
ー
ジ〕

こ
れ
らの
「の」
に
あた
る
とと
ろは 、
接
続的に
用い
ら
れる
1

2

で
訳されてい
て 、
rs
が
見ら
れ
ない 。

とこ
ろ
で 、
増
補
本で
は
「の」
が
朝
鮮語の
「
もの」
に
置き
か
えら
れ

てい
る
が 、
本
来の
「
もの」
は 、
た
と
えば 、
史
料編
纂所
本に

遺
ト
リノコ
シ
タモ
ノ
ガ
(
E
巴)
三
四
品ゴ
ザ
リ
マ
ス
ル
(巻四)

短
ミシ
カ
イモ
ノハ
(
E明日ロ)
ツ
イ
デツ
カエ
(同)

捜
サガシ
テ
見テカ
クジ
タモ
ノ
ヲ
(
E
白EH)
タ
ヅネ
ダセ
(同〉

と
あ
り 、
「の」
と
同じに
訳し
て
ある 。

古
代
語の
言い
方で
ある 、
「の」
を
伴なわ
ない
で 、
連
体形が
体
言に

準じ
て
用い
ら
れる
場
合
も 、
増
補
本に
は
多く
あ
り 、
その
訳し
方をし
ら

べ
る
と 、
「
連
体形+
が」
と
ある

務
用
意イ
タシ
タ
物ハ
ト
リサパ
イ
テ
クウ
ガヨ
ウ
ゴ
ザ
ル
(小倉本

巻二印)貸
カツ
テツ
カ
ウ
ウ
タモ
ノハ
早速モ
ドシ
テ
ヤル
ガド
ウ
リジ
ヤ

(同巻二位)

外
感
風
邪ハ
表K
発スル
ガ
第一
ジ
ヤ〈同巻二η)

進
ス、
ン
デ
ヲ
目ニ
ヵ、
ル
ガド
ウ
リデゴ

ザル
(同巻二%ウ)

な
ど
は 、
い
ずれ
も
E
Z
と
訳して
ある 。
また 、
「連
休
形+
は」
と
あ

る

複六ニベ
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横
ユ
ガン
ダ
心ノ
デルハ
マ
イ
ナイ
ヲ
見タ
ワ
ケソウニ
ゴ
サル

料
本
巻
四)

は 、
E回日ロ
と
訳して
ある 。
ζ
れ
らは
「の」
や
「もの」
が
あるの
と

同じ
訳し
方なの
で
あっ
て 、
体
言に
準じら
れてい
る
と乙
ろを
宮田
《モ

ノ・
ヨ
ト

》
と
して
と
ら
えて
い
るわけなの
で
ある 。

準体
助詞
「の」
が
ど
うして
発生した
かにつ
い
て 、
吉川
氏は 、
た
と

えば
塵芥集に
多く
見ら
れる

出
家たるの
人 、
かた
な(万)
さ
すべ
か
ら
ず 、

さ
うもつ
(臓物)
わけ
はぷ
くの

時 、

な
どの
よ
うな
「連
体形+
の+
名詞」
の
言い
方を
あ
げ
て 、
「の」
は
本

来
領
格
(連休格)
の
助詞で
あ
り 、
こ
のよ
うな
言い
方が一
般
化して
準

休
助詞
「の」
が
成立したの
で
ある
と
考え
ら
れてい
る 。
な
お 、
塵
芥集

は近
刊
『中
世法
制
史
料
集第三
巻』
に
収め
ら
れてい
る 。

浜田
氏
在一一)は 、
こ
の
よ
うに
連
体
格の
助詞
「の」
か
ら
準体
助詞
が

発生した
と
する
説に
反して 、
日
本語と
多くの
点で
文法的
構
造を
共
通

に
し 、
日
本語の
格助
詞
「の」
に
相
当
する
もの
を
持っ
てい
る
朝鮮語で

は 、
そ乙
か
ら 、
日
本語の
準体
助詞
的用
法は
発展し
て
い
な
い
の
で
あ

り 、
む
し
ろ
「の」
は
形
式体
言「もの」
の
縮
約形と
解すべ
きで
は
ない

かと
言わ
れて
い
る 。
浜岡
氏は 、
くわ
しい

論
証をはぷ
か
れて
い
る
が 、

増
補
本にお
ける
諸
用
法をか
え
りみる
時 、
「の」
は
や
は
り
「もの」
と

同じよ
うに
意
識さ
れたの
で
あ
り 、
浜田
説が
裏付け
ら
れる
と
思
うの
で

ホU70。以上 、
朝鮮語
学習沓が
国語
史研
究に
寄与
すると
とにつ
い
て 、
副詞

な
らびに
助詞をと
り
あ
げて
のべ
て
みた
が 、
さらに
広い
視
野に
立
ち 、

厳密な
方
法をとるζ
とによっ
て 、
新た
に
寄
与すべ
き
もの
が
多々
出て 史

くると
と
が
期待さ
れるの
で
ある 。

(
朝
鮮
資
料
に
関
す
る
論
著
の
み
か
か
げ
た

。)

小
倉
進
平

「
交
隣
須
知
」

に
就
い
て

国
語
と
国
文
学

一

年
六
月
(
京
大
刊
『
交
隣
須
知
』

再
録)

新
村
出

朝
鮮
司
訳
院
日
満
蒙
語
学
舎
断
簡
解
説

芸
文

大
正
八

年
二
月
(『
東
方
言
語
史
叢
考
』
『
新
村
出
選
集
第
三
巻
』

再
録)

小
倉
進
平

国
語
特
に
対
馬
方
言
に
及
ぼ
し
た
朝
鮮
語
集
の
影
響

方
言

昭
和
七
年
七
月
(『
朝
鮮
語
方
言
の
研
究
下
巻
』

再
録)

大
曲
美
太
郎

釜
山
港
日
本
居
留
地
に
於
け
る
朝
鮮
語
教
育

附
朝
鮮

語
学
書
の
概
評

背
丘
学
叢
第
二
回
号

昭
和
一

O
年

徳
島
邦
道

交
隣
須
知
の
増
補
本
に
つ
い
て

言
語
と
文
芸

四
三
年
三
月
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一注

i昭
和

一四五

昭
和

ム
ノ、

釜
山
花
於
け
る
日
本
の
語
学
所

昭
和
九

歴
史
地
理

小
倉
進
平

年
二
月

大
曲
美
太
郎

朝
鮮
語
学
所
と
「
交
隣
須
知
」

の
刊
行

昭
和
一

O
年
三
月

河
野
六
郎

『
朝
鮮
漢
字
音
の
研
究
』

昭
和
四
三
年
九
月
刊

三
ケ
尻
浩

朝
鮮
の
訳
学
書
に
用
ひ
ら
れ
た
国
語
の
検
討

昭
和
一

O
年
九
月

一

O

河
野
六
郎

朝
鮮
語
(『
世
界
言
語
概
説
下
巻
』)

一
一

浜
田
敦

接
続

国
語
国
文

昭
和
四
三
年
四
月

七

ド
ル
メ
ン

;\ 

朝
鮮

九〔
追
記〕

本
稿
で
紹
介
し
た
朝
鮮
語
学
習
舎
は
京
都
大
学
よ
り
複
製
刊
行
さ
れ
た 。

浜

田
氏
「
副
詞
な
ど
」
(「
国
籍
国
文
」

昭
和
四
四
年
一

月)

は 、

ζ
の
方
面
の
第

一

人
者
の
も
の
で 、

是
非
多
着
さ
れ
た
い

。


